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• IMF 第 10 代専務理事となる 
• 組織の更なる改革が必要と述べる 
• IMF の適切さ、正当性といった問題に取り組む必要性を認める 

 
元仏国財務相ドミニク・ストロスカーン氏が、11 月 1 日付けで IMF の新専務理事と
して就任し、世界経済を監視する 185 の加盟国からなる同機関に新風を吹き込む決
意を表明している。 
 
 
同氏は、去る 6 月に辞任を表明し、退陣するロドリゴ・デ・ラト前専務理事から、IMF 正面

入り口で出迎えの握手を受けた。 
 
ストロスカーン氏は、デ・ラト氏により着手された改革を推し進めること、特に主要なエマ

ージング・マーケットおよび低所得の国々に、同機関内でより一層の発言権を与える変革を

行なうと述べている。 
 
米国サブプライム住宅ローン市場の崩壊の副産物としての世界経済に及ぼされる影響につい

ての不安や、急激に広がる世界的不均衡の可能性および主要通貨への影響に対する継続的懸

念の只中での就任である。 
 
先月開催された 新の IMF-世界銀行年次総会は、世界経済の成長における重大な転換期と

重なった。発表されたばかりの IMF 世界経済見通し (World Economic Outlook) によると、

今日の世界経済の成長に占める 3 大エマージング・マーケットである中国・インド・ロシア

の割合が、50% を超えるものとなっている。このような進展は、他の主要な国際機関にあ

っても見られるように、その代表の顔触れが依然として第二次世界大戦後の勢力の均衡を反

映している IMF の場において、エマージング・マーケット諸国に一層の発言権を与えると

いう改革の意図に焦点を当てるものである。 
 
改革を推す専務理事 

改革派専務理事となる意向を表明したストロスカーンは、IMF がその組織自体の適切さ、正

当性についての問題に直面していると強調する。ある会見の席上での発言で、国によっては

充分な外貨準備金を保有しており IMF に依存する必要性がないという理由で、同基金の有

用性を疑問視する国々も存在する、と述べた。 
 



正当性に関しては、「IMF はその 185 ヶ国の加盟国により所有されるべきものですが、周知

のごとく、一部の国々、世界の一部の地域は、充分に代表されていないと感じています。」

と強調した。 
 
エマージング・マーケット諸国および開発途上国に一層の発言権を与えるというプロセスは、

多国間機関としての働きを現代化するという 2005 年に採択された全体改革戦略の一環とし

て、既に進められている。ダイナミックな経済力を示していながら、明らかにそれに見合っ

た発言権を持っていなかった 4 ヶ国 (中国、韓国、メキシコ、トルコ) に対し、2006 年のシ

ンガポールでの年次総会において発表された発言権引き上げの臨時措置という第一段階の後、

現在 IMF は、2008 年秋までに完了を目処として、その第二段階、より広く影響力のある改

革プロセスに乗り出している。 
 
しかし、ストロスカーンは、この正当性というものが、クォータ (出資割当額) と発言権とし

て知られる代表問題を超えたものであるとして、「係わる人々の多様性の問題であり、重要

な決定が為される際にどれだけエマージング・マーケットおよび低所得の国々が考慮に入れ

られるかという問題です。」と述べた。 
 
安定化役としての IMF 

前フランス国民議会の議員であり、パリ政治学院の経済学教授でもあるストロスカーンは、

グローバル化が世界中の人々の利益となる方向で機能する支援活動に IMF が関与する必要

があるとして、「グローバル化が誰にとってもいいものであるとは言いません。なぜなら、

不平等、貧困に苦しむ人々が常に存在するからです。」と述べた。「しかしながら、少なく

とも我々は、グローバル化が誰にとってもよりよいものとなるように、努力することはでき

ます。」と、これが国際社会の安定と安全の維持を支えるにあたり重要である旨を述べた。 
 
収入と支出 

ストロスカーンは、IMF の収支問題の解決を優先課題とするとした。IMF はこれまでその運

営経費を融資から得られる利子収入により賄ってきている。しかし、ここ 10 年期の前半に

財政危機が縮小し、大型融資を受けていた債務諸’国が、IMF に返済を済ませたことに伴い、

ワシントン D.C. を拠点とし、2,700 名の職員を擁する国際機関の運営に対し、融資による

収入への依存度を減らす方向での新たな収入モデルを IMF は探し始めた。 
 
現在 IMF 理事会では、同基金の代替収入モデルを検討中である。しかし、ストロスカーン

は、支出を吟味することも同様に重要である、と述べた。 
 
また、IMF に強力な役割を復活させることを決意しているとして、「それであるからこそ、

今後の数日間、数週間皆さんと協同して、グローバル化の動きの中で IMF に値する役割を

与えるよう働けることで、真に張り切っています。」と付け加えた。 
  




